
市民参画及び協働によるま
ちづくりの推進 市民参画と協働によるまちづくりを進めるため

の体制づくり
9

地域コミュニティの形成に向けた取組 9

Ⅰ．市民との協働による行政経営

【計画名】 【項目名】 【頁】

団体のネットワーク化をはかり、男女共同参画
施策の浸透をめざす

11

市民参画の促進
市民公益活動の活性化 10

市民公益活動に対する支援のあり方の検討 11

新たな行政課題に対応できる体制づくり 14

協働に対する意識の向上 12

市民企画事業（女性団体との共催事業）実施増 12

Ⅱ．組織管理とガバナンスの推進

人事管理の適正化
中長期的な採用計画の策定と実施 16

女性管理職の登用拡大 16

給与制度その他職員の勤務条件の見直し 17

効率的な組織再編の実施
簡素で効率的な組織の再編 14

信頼される市役所の実現
内部統制システムの整備 20

第三者機関によるチェック体制の確立 20

人材を活かした効果的な職員配置 17

人材育成
職員研修の充実 19

人事評価制度の導入 19

人材を活かした行政経営ヒト

市民参画の促進

市民参画及び協働によ

るまちづくりの推進

協働の促進

効率的な組織再編の実

施

人事管理の適正化

職員の意識改革

市民に信頼される市役

所の実現

ヒト モノ カネ 情報
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公共資産の適正管理へ向けた中長期的な取組方
針の策定

23

固定資産台帳の整備 23

備品台帳の電子化と減価償却情報を盛り込んだ
適正な物品管理

24

【計画名】 【項目名】 【頁】

学校規模の適正化（小・中学校） 27

低未利用土地・建物の洗い出し 30

市有特定建築物の耐震化の推進 24

都市計画道路網の見直し 24

幼稚園、保育所の規模・配置の適正化と幼保一
体化

27

低未利用土地・建物の有効活用 30

低未利用土地・建物の売却等推進 31

エネルギーの使用の合理化推進 32

【計画名】 【項目名】 【頁】

予算編成方式の改革 37

街路灯のＬＥＤ化の推進 33

資金調達金利の軽減 39

ごみ処理の有料化 40

地域ふれあい会館の有料化 40

施策評価の高度化による、予算編成との連携 37

事務事業の見直し 38

補助金の見直し 38

市債残高の削減 38

受益者負担に関する統一基準の策定 41

公共資産のアセットマネジメントモノ

持続可能な財政基盤の確立カネ

公共資産の適正管理

低未利用土地・建物の

有効活用

教育・保育施設の適正

化

受益者負担の見直し

財政規律の強化

省エネルギー化の推進

ヒト モノ カネ 情報
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税外債権の管理の適正化と徴収強化(税外未収債
権の縮減)

43

市営住宅家賃回収の適正化 43

民間委託業務等の洗い出し 45

市税の収納強化(市税収入の確保と収納率の向上) 42

適切な滞納処分の実施 42

民間活用による定型的な業務などの効率的な実
施

47

指定管理者の公募の促進 47

市営住宅の民間借上げの検討 47

公共施設の運営管理業務に関する民間委託導入
の検討・実施

45

窓口業務の改善（市民サービスの向上） 46

窓口業務の民間委託導入の検討・実施 46

収集業務体制の効率化 51

ごみ関連業務の段階的な民間委託の拡大 52

総務事務の効率的な実施 49

物品等調達業務の一元化 49

電話対応業務の効率化 50

母子家庭等・自立支援センター事業の県との共
同実施

57

入札による電力調達の実施 59

介護保険特別会計の健全化 54

老春手帳入浴事業の抜本的見直し 55

福祉センター（東・西・北・南福祉センター）
の管理運営方法の見直し

55

保守点検業務の委託契約の見直し 59

下水道使用料金の適正化 60

地方公営企業法の適用 60

公共サービスの担い手

の最適化

部・課横断的な取組に

よる業務の効率化

高齢社会に対応した施

策の見直し

市税等債権回収の強化

競争入札の推進

下水道事業の見直し

ヒト モノ カネ 情報

ひとり親家庭の就業支

援

ごみ収集の効率化
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休日夜間応急診療所のクオリティの向上 62

国民健康保険特別会計の健全化 63

「奈良市水道事業中長期計画」に基づく「信頼
の水道　未来へつなぐライフライン」の実現

64

病院事業会計の健全化 62

【計画名】 【項目名】 【頁】

外郭団体の統廃合及び経営改善 66

土地開発公社の解散 66

駐車場公社の経営健全化 67

予算編成過程をよりわかりやすく公開 71

市公式ホームページの充実 72

わかりやすい行政情報の公表 71

戸籍事務のコンピュータ化 74

総合的な文書管理システムの導入 74

広聴活動の充実 72

タウンミーティングの実施 73

※ 各項目の担当課については、平成23年度における担当課名を記載しています。

既存情報システムの統合、新システムの導入 75

地理情報システム（ＧＩＳ）の重複解消 75

★ 用語の解説 76

透明度の高い行政経営情報

情報提供の充実による

説明責任の徹底

市民との情報共有方法

の充実

外郭団体の見直し

奈良市水道事業中長期

計画の推進

情報化の推進

情報システムの最適化

安心・信頼の医療の確

保と医療給付費の適正

化

ヒト モノ カネ 情報
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